
 

令 和 ６ 年 度 

 

新潟県クリーニング師試験問題  
 

                                     

［指示があるまでは開かないでください。］ 

 

 

 

 

 

 

 【注意事項】                      

                                      

 １ 試験問題の数は３０問で、解答時間は１時間３０分です。 

 

 ２ 問題用紙とは別に、解答用紙を１枚配ってありますので、問題の解

答は、必ず解答用紙に記入してください。 

 

 ３ 解答用紙には、受験番号、氏名を忘れずに記入してください。 

  

 ４ 各々の問題には、３つの答えが書いてありますので、その中から最

も適切なものを１つ選んで、解答用紙の番号に○印をつけてください。

なお、○印を２つ以上つけた場合は無効となります。 

 

     
 

 

 問 題 

 

       ［問題１］ 日本の首都はどこですか。        

        

            １ 東京  ２ 大阪  ３ 京都      

 

 

 

 

 解  答 

 

       ［問題１］  １   ２   ３          

               

 ５ 試験時間中に発言をしてはいけません。用事のあるときは、黙って

手を挙げてください。 

 

 ６ 試験問題は持ち帰ってかまいません。             
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衛生法規に関する知識 
 
 
［問題１］ クリーニング業法第１条では、同法の目的について述べられて

いる。次の記述の（  ）に入る語句の組み合わせとして、正し

いものは次のうちどれか。 

 

「この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必

要な（ ア ）及び取締りを行い、もつてその経営を（ イ ）に適

合させるとともに、利用者の（ ウ ）を図ることを目的とする。」 

 

        （ ア ）   （ イ ）   （ ウ ） 
１   指導    公共の福祉  利益の擁護 

 

     ２   指導    施設の基準  福祉の増進 

 

     ３   検査    施設の基準  利益の擁護 

 

 

 

 

［問題２］ クリーニング業法第２条第１項では、クリーニング業の定義に

ついて述べられている。次の記述の（  ）に入る語句の組み合

わせとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

「この法律で、「クリーニング業」とは、（ ア ）又は洗剤を使

用して、衣類その他の繊維製品又は皮革製品を（ イ ）洗たくする

こと（繊維製品を使用させるために貸与し、その使用済み後はこれを

回収して洗たくし、さらにこれを貸与することを繰り返して行うこと

を含む。）を営業とすることをいう。」 

 

          （ ア ）    （ イ ）   

１     溶剤       分解して   
 

２      溶剤      原型のまま   
 

３      漂白剤        原型のまま  
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 [問題３］ クリーニング師免許の取消に関する記述として、正しいものは

次のうちどれか。 

 

１ 都道府県知事は、クリーニング師がクリーニング業に関し犯

罪を犯して罰金以上の刑に処せられたときは、その免許を取り

消すことができる。 
 
２ 都道府県知事は、クリーニング師が５年以上やむを得ない理

由がなくクリーニング師研修を受講しないときは、その免許を

取り消すことができる。 
 
３ 都道府県知事は、クリーニング師が伝染性の疾病にかかり、

その就業が公衆衛生上不適当と認められるときは、その免許を

取り消すことができる。 
 

 
 

 
［問題４］ クリーニング業法の適用対象となる営業形態として、誤ってい

るものは次のうちどれか。 

 

１ 繊維製品のおしぼりを貸し出し、使用済み後はこれを回収し 

て洗濯し、さらにこれを貸与することを繰り返して行う営業形

態 

 

２ 和服を解いて洗たくする営業形態（洗い張り業） 
 

３ 皮革製品のカバンを原型のまま洗たくする営業形態 
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［問題５］ クリーニング業法で定めるクリーニング所の営業者が講ずべき

衛生措置に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング所及び業務用の車両（営業者がその業務のため

に使用する車両（軽車両を除く。）をいう。）並びに業務用の

機械及び器具を清潔に保つこと。 

 

２ 洗濯物をその用途に応じ区分して処理すること。 

 

３ 伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとし

て厚生労働省令で指定する洗濯物を取り扱う場合においては、

その洗濯物は他の洗濯物と区分しておけば、これを洗濯すると

きは、その前に消毒はしなくてもよい。 

 

 

 

 

 

［問題６］ クリーニング業法で定める営業者の届出に関する記述として、

正しいものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング所を開設した者は、開設後に速やかに都道府県

知事に届け出なければならない。  

 

２ クリーニング所を開設しないで洗濯物の受取及び引渡しを

することを営業としようとする者は、都道府県知事に届け出な

くてもよい。 

 

３ 届け出た事項に変更が生じたときは、営業者は、速やかに都

道府県知事に届け出なければならない。  
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［問題７］ クリーニング業法で定める立入検査に関する記述として、正し

いものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング所に立入検査を行う職員は、クリーニング師の

免許を有する者でなければならない。 

 

２ クリーニング所に立入検査を行う職員は、関係者の請求が 

あった場合でも、その身分を示す証明書を提示する必要はない。 

 

３ クリーニング所への立入検査を妨げた者は罰則の対象とな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

［問題８］ クリーニング業法施行規則第１条で規定されている消毒を要す

る洗濯物として正しいものは、次のア～オのうちいくつあるか。

ただし、いずれも営業者に引き渡される前に消毒されていないも

のとする。 

 

ア パンツ  イ 泥が付着したくつした 

 

ウ おむつ  エ タオル 

 

オ 病院において療養のために使用された寝具 

 

 

１ ３つ 

              

          ２ ４つ 

             

          ３ ５つ 
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［問題９］ クリーニング業法で定める業務従事者の講習に関する記述につ

いて、（ ）に入る語句の組み合わせとして、正しいものは次の

うちどれか。 

 

営業者は、厚生労働省令で定めるところにより、その業務に従

事する者に対し、都道府県知事が厚生労働大臣の定める基準に従

い指定した当該業務に関する（ ア ）及び（ イ ）を図るた

めの講習を受けさせなければならない。 

 

  （ ア ）  （ イ ）  

１ 知識の修得  技能の向上 

 

２ 資質の向上  衛生管理の徹底 

 

３ 資質の向上  技能の向上 

 

 

 

 

［問題 10］ クリーニング業法で定める利用者に対する説明義務等に関する

記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、

あらかじめ、利用者に対し、洗濯物の処理方法等について説明

するよう努めなければならない。 

 

２ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをするに際しては、利用

者に対し、苦情の申出先を明示しなければならない。 

             

          ３ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをするにあたり、利用者

に対し、料金の提示をしなければならない。 
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公衆衛生に関する知識 
 
 

［問題 11］ 公衆衛生について述べた「ウインスローの定義」について、（  ）

に入る語句の組合せとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

          「公衆衛生とは、（ ア ）の改善、伝染病の予防、個人衛生の原

則についての個人の教育、疾病の早期診断と治療のための医療と看

護サービスの組織化、および地域社会のすべての人に、健康保持の

ための適切な生活水準を保障する社会制度の発展のために、共同社

会の（ イ ）な努力を通じて、疾病を予防し、寿命を延長し、肉

体的、精神的健康の能率の増進をはかる科学であり、技術である。」 

               

        （ ア ）  （ イ ）   

     １  労働衛生    継続的    

 

          ２  環境衛生    組織的     

 

     ３   精神衛生    主体的    

 

 

 

            
 

［問題 12］ ＷＨＯ（世界保健機関）憲章における健康の定義について、  

（  ）に入る語句の組み合わせとして、正しいものは次のうちど

れか。 

 

          「健康とは、肉体的、（ ア ）及び社会的に完全によい状態にあ

ることであり、単に（ イ ）又は虚弱でないということではない。」 

               

        （ ア ）  （ イ ） 

          １  文化的    貧困 

 

     ２  精神的    疾病 

 

     ３  経済的    疾病 
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［問題 13］ 地域保健法に規定されている保健所が行う業務として、正しいも

のは次のうちどれか。 

 

 

１ 人口動態統計その他地域保健に係る統計に関する事項 

 

２ 国民健康保険に関する事項 

 

３ 労働安全及び労働衛生に関する事項 

  

 

 

 

 

 

 

［問題 14］ 環境基本法に関する記述として、誤っているものは次のうちどれ

か。 

   

          １ 環境基本法では国及び地方公共団体の責務を定めているが、事

業者の責務は定めていない。 

  

          ２ 環境基準は、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持

されることが望ましい基準として設定されている。 

             

          ３ 環境基本法は、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に

推進し、もって現在及び将来の国民の健康で文化的な生活の確保

に寄与するとともに人類の福祉に貢献することを目的としてい

る。 
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［問題 15］ ＶＯＣ（揮発性有機化合物）に関する記述として、誤っているも

のは次のうちどれか。 

 

     １ ドライクリーニングに使用する石油系溶剤やテトラクロロエチ

レンは、ＶＯＣに該当する。 

 

     ２ ドライクリーニングにおけるＶＯＣの大気中への排出・飛散の

削減の手段の一例として、溶剤容器に蓋をすることが挙げられる。 

 

     ３ 大気汚染防止法では、事業者の自主的取組によるＶＯＣの大気

中への排出・飛散の削減努力が求められていない。 

 

 

 

 

 

［問題 16］ 建築基準法で引火性溶剤を用いるドライクリーニングを営む工場

の立地（建築）を禁止している地域として、誤っているものは次の

うちどれか。 

 

１ 準工業地域 

 

２ 商業地域 

 

３ 準住居地域 
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[問題 17］ 環境保護に関する取組についての記述として、正しいものは次の

うちどれか。 
 

１ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development 

Goals）とは、２０１５年に開催された国連サミットで採択され

た国際目標で、２０３０年までに達成すべき１７のゴールと１６

９のターゲットから構成されている。 
 
２ プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律施行令に

定める「特定プラスチック使用製品」には、洗濯業で使用する製

品は含まれない。 
 
３ プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律では、３Ｒ

（Reduce、Reuse、Recycle）の取組は求められているが、Renewable

（再生プラスチックやバイオマスプラスチックの利用）の取組ま

では求められていない。 
 

    
 

 

［問題 18］ クリーニング業における消毒に関する記述として、正しいものは

次のうちどれか。 

 

     １ 消毒とは、全ての微生物を死滅させることをいう。 

 

     ２ クリーニング所における消毒の物理的方法として高熱処理法が

ある。 

 

     ３ 蒸気による消毒を行う場合、100℃以上の蒸気に１分程度触れさ

れば十分である。 
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［問題 19］ 標準営業約款（Ｓマーク）制度に関する記述として、正しいもの

は次のうちどれか。 

 

１ Ｓマーク制度は、クリーニング業、理容業、美容業、一般飲食

店営業、めん類飲食店営業の５業種について設定されている。 

 

２ Ｓマーク制度の登録を受ける要件の中に、事故の場合の補償制

度を備えることは含まれない。 

 

３ Ｓマークは都道府県知事が認可した「標準営業約款」の登録店

のマークである。 

 

 

             

 

 

 

[問題 20］ クリーニング店の感染症対策として、誤っているものは次のうち

どれか。 
 

１ 一般的に、カウンターや作業場所に消毒剤を直接噴霧すれば散

布むらはできにくい。 
 

２ 洗濯前の委託物に触れる場合には、マスクとエプロンの着用と

接触後の手洗いもしくは手指消毒が重要である。 
 

３ 多くの微生物は湿潤環境を好むため、洗濯物は乾燥状態で保管

すべきである。 
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洗たく物の処理に関する知識 

 

 

［問題 21］ 繊維に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

     

          １ 天然繊維は植物繊維と動物繊維に大別される。 

 

          ２ 化学繊維は「化学的手段によってつくった繊維」と定義され、

人工的につくられた繊維として人造繊維とも呼ばれる。 

 

          ３ 合成繊維は天然の高分子のセルロース原料を化学薬品などで

溶解した後に、繊維に再生させたものである。 

 

     

 

 

 

 

 

 

［問題 22］ シミに関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ 不溶性のシミは、拡大鏡などで拡大すると粒子状物質であ

る。 

 

２ 油性のシミが付着した生地は、一般に透けて見えることはな

い。 

 

３ 水溶性のシミは、シミの周囲の輪郭がはっきりしていないも

のが多い。 
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［問題 23］ 染色に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 精練とは繊維の不純物（油脂、汚れ、ゴミなど）を除去し 

        て、染色や漂白を均一に行うための前工程である。 

 

２ 顔料による染色は、摩擦堅ろう度が弱く、テトラクロロエチ

レンによるドライクリーニングでは、染色に使用する樹脂が溶

脱しやすい。 

 

３ ＪＩＳ（日本産業規格）における耐光堅ろう度試験はグレー 

スケールを用いて行われ、等級の数値が小さいほど染色に対し

て堅ろう性が優れている。 

 

     

 

 

 

［問題 24］ ドライクリーニングで使用する溶剤の特性とドライクリーニン

グ適性との関係に関する記述として、誤っているものは次のうち

どれか。 

 

１ 溶剤の水への溶解度が小さいほど、水溶性の汚れの洗浄に効

果的である。 

             

２ 溶剤の沸点が低いほど、低温で蒸発乾燥できる。 

             

３ 溶剤の粘度、表面張力が小さいほど、衣料に浸透しやすく、

きれいに洗える。 
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［問題 25］ 繊維素材の特徴に関する記述として、正しいものは次のうちど

れか。 

 

１ 麻は、発色が鮮やかで、しなやかさと吸湿性に優れ、繊維の

中の最高級品であるが、着用中の汗や摩擦によって毛羽立ち

（ラウジネス、白化）や変退色、擦れ、輪染みが発生しやすい。 

 

２ ポリエステルは、光沢が強くガラスのように光る独特の光沢

がファッション衣料として好まれているが、製品としてコシ、

ハリがない。 

             

３ アクリルは、かさ高性があり、毛に似た軽くて柔らかい手触

り、耐候（光）性に優れ、美しい色に染まるが、ピリングがで

きやすく、熱に弱い。 

  

       
 

［問題 26］ チャージシステムの注意点に関する記述の正誤の組み合わせと

して、正しいものは次のうちどれか。 

 

      ア 溶剤と被洗物をともに、ある湿度の範囲内（70～75％）に

常に管理していないと、水溶性汚れの除去が悪くなり、また

衣料に悪影響を及ぼすことがある。 

             

            イ ソープが規定濃度であれば、その液で繰り返し洗浄しても

常に安定した洗浄力が期待できる。 

             

            ウ ドライ溶剤中に溶け込んだ油性汚れの多くは、フィルター

のみでは除去することはできない。 

 

                     ア    イ    ウ 

            １      誤     正        正 

             

            ２       正    誤    正 

             

            ３    正    誤    誤 
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［問題 27］ 繊維製品の取扱いに関する表示記号（ＪＩＳ Ｌ０００１）と

その説明の組み合わせとして、正しいものは次のうちどれか。 

      

 ＪＩＳ記号 記号の説明 

１ 
 

液温は、40℃を限度とし、洗濯機で非

常に弱い洗濯処理ができる。 

２ 
 

漂白処理はできない。 

３ 
 

ドライクリーニング処理ができない。 

 

                  

 
 

［問題 28］ 織物とニットに関する記述の正誤の組み合わせとして、正しい

ものは次のうちどれか。 

 

      ア 織物が縦・横の２方向の糸によってつくられるのに対して、

ニットは１方向の１本の糸によってつくられる。 

             

            イ 織物に比べてニットは伸縮性が小さい。 

             

            ウ 織物に比べてニットはシワができやすい。 

 

                     ア    イ    ウ 

            １      誤     正        正 

             

            ２       正    誤    正 

             

            ３    正    誤    誤 
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［問題 29］ 皮革のクリーニングに関する記述として、誤っているものは次

のうちどれか。 

 

      １ 仕上げには人体プレス機を使うなどして、蒸気量をなるべ

く多くして長時間処理する。 

             

            ２ 変退色が著しい場合は、後処理として染料、顔料や塗料な

どで必要に応じて色修正（復色）を行う。 

             

            ３ 皮革製品は、高温多湿の環境ではカビが生えやすいので、

よく乾燥した後、乾燥剤を入れて涼しいところに保管する。 

 

  

                   

 

 

 

 

［問題 30］ 和服のクリーニングに関する記述として、誤っているものは次

のうちどれか。 

 

１ 絞りの着物は、絞りが伸びることがあるので注意する必要が 

ある。 

 

２ 生洗い（いきあらい）とは、襟、袖口、裾口、裾、身頃の一

部の汚れを、部分的に洗浄して除去する方法である。 

                        

３ 絹和服の洗浄に、石油系溶剤によるブラシ洗いは適切ではな

い。 

 

  
 

 



 


